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	要約
	表象画の発達は、スクリブルからダイアグラム〈単体図〉を経てコンバイン〈結合図〉、アグリゲイト〈集合図〉へと移行し、心身の発達、生活体験の広がりとともに実体験を通して自己の認識、思考、表現への探索と構築が主体的に進められる。
本論では、コンバイン〈結合図〉からアグリゲイト〈集合図〉への移行が表れる幼児表象画の作品分析から、これまで獲得した描画形態を実験的に構成し、新しいデザインへの試みが意欲的に展開されるこの時期の描画分析から、表現の発達と子どもの描画への関わりについて考察する。
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参考
Ⅰ．スクリブル〈scribbles〉
Ⅱ．ダイアグラム〈diagrams／単体図〉
[bookmark: _Hlk78709714]Ⅲ．コンバイン〈combines／結合図〉
Ⅳ．アグリゲイト〈aggregates／集合図〉










